
3    25  4  49    2  0  0   

白血痍の新規分輝億  DNAチップによる急性   

提案   時研究   ベースを樗牛した。これを用いた解析に  
より白血ホの疾患鴨性化に附する複数  
の分子集≠を同定することに成功した。  
またマイクロRNAのクローニング手法を  
独立に開発し白血憫の新たな性賞を明  
らかにした。これらの手法りくンク相場は  
白血ホの今後の解析に王事なリソース  
となる。   子橿的療法が可能なことが明らかになっ  

た。  

地域がん診療拠点轟  16  18  がん臨床  池田 恢  がん量性合同委■会（JCCR：Joht  がん鯵橿をシステムとして研♯しようとす  所内がん畳瞭：平成18（2008）年3月に本  拠点■暁の県と地嶋への2什■化は、当  がん董録に関しては」払点■院の必須  102  55  0  0  84  24  ○  0  0   
暁の機能向上に閣す    研究  CQmmitt■00fCan¢●rR01函tけ）垂■食に  る動きが近年活発化しており、皇班の活  研究班に地域がん量憬の闇係青竜加え  披が檀弄したものである（概念凪は18年  項目でもあり、がん対策暮本法でもⅦわ   
る研究  より2008年10月2日に公喪した『がん鯵  戦が先欄をつけたものと考えられる。  たがん曇掛合間畢■食（JCCRニJoint  度≠告雷椚ページ図1）。放射線治療  れているので、書道関係が頻回に取り上  

療■携舶点ホ虎隈内がん曇錬繍場t  がん量鐸を地壌がん・読内がん・腐靡が  Commf仕…OfC■nC■rR叩i8bγ〉婁■食を  晶■煤旺に朋する書三曹榛挺システム  げている。匿靡連携に関しても頻回に取  
録様式董録1日とその定■2008年鷹  んの3書間で椚書のれきがあり、これが  組書し、同年10月2日に、Fがん鯵療遽  ま、岬遠州董法が平成10年度に事♯化  リ上げられる。拠点■醗の放射線治膚  
抜♯正版』（以下、200¢年度♯正版）に  実現すると匡■書がtも篭んでいる鴨  携拠点巾跳院内がん豊峰樽鵡量掛樺  （医用原子力技術研究撫輿財団）へ移  面からの分析はじほう社「J叩抑  
より、わが鴎におけるがん量鋒が推進さ  ♯ごとのがん曇鐸と臨床現場への壇元  式暮蛛境目とその定暮2008年廣版♯  行した。   M●djGino」20M年11月号で取り上けられ  
れ、外℡と比較可能なデータが■糾され  た。   
る。   は、ひいては診療放射紙治療の晶rの  

向上の形で反映される。   

劾稟的かつ効率的な  16  18  がん臨床  大江 裕一郎  ASCOおよぴESMOの膿瘍内科匿書成  がん薬物療法■門匿は羊1回目の姥定  わが匹で不足しているがん■∩匿を効  「がん■門匿を効兼的かつ効率的に▼  日本臨床鷹欄ず会と共催している教▼  0  0  6  ■  山  ■  0  0  8   
がん書M医の▼成方    研究  のグロー／くルコアかノキュラムに暮づ  試験が平成‖年11月に実施され4丁名が  串良く▼成するためには、臨床Ⅷ瘍乎の  成するための卒椚教▼カリキュラム」を、  セミナーの内容は平成17年5月よリイン   
法に闇する研究  き、「がん薬物療法■門匿書成のための  合格した。平成18年鷹には乃名が合格  卒椚教▼を充憂させることは極めて暮書  がん■門巴の▼成に暮点をおく大事で  クーネットで書■付スライドとして公開し  

カリキュラム」を東成させた。この教▼力  し、針126名がrがん薬物ヰ法書M旺Jに  であるが、現在の医事教▼モデル・コア・  の教▼カリキュラムとして使用されるとと  ており、平成18年12月22日現在、アクセ  
リキュラムに基づき日本臨床膿ヰ竿会と  駿定されている。また、日本癌治ホ年会  カリキュラムの旺瘍筆に閲濾する内容lま  もに」将来の匿竿教■モデル・コア・カリ  ス数は約8万件に達している。  
共催で教▼セミナーAセッション、巳セッ  が目指していた事門匿制度は、日本癌  必ずしも十分ではない。そこで、医学歎  キュラム改打に際しての暮雪となること  
ションを纏年番1国蘭催して年回50D？700  
名が蓼加している。   竿会および全孤がん（成人爛）センター  

協絶食の4槌★合同での「がん治療位定  
匿」としての認発刊鷹とすることが含意さ  
れ、2008年4月の哩走を目指して現在坤  
冊を進めている。   

がん息看の心のケア  7  22  147  ○  0  0    0  0   

及び医療相談事のあ  研究   岡分類」が確立された。この分輝法に暮  
り方に関する研究   づき「がん患■の悩みデータベースJが  

構築され、一群については助富も作成さ  
れた。本データベースによって、がん息  
書の悩みや■揚が明橿にされ、匿兼闇  
儒書がより精度のホい対応を行い、息  
書体験戦が、鳥書・生存書・家族らの悩  
みのI重液に役立てられることが期待され  
る。   サービス情報も組み込まれている点が  

特撫である．このシステムは、書雷・書  
族のみならず磯t樽祉担当著にとって、  
鳥雷・書族支檀の強力な武攣となること  
が期待される。  

局所限局小縮槽椚が  18  †8  がん臨床  田村■ 友乗  我々は、遭■期小絹僧肺がんに対する  本研究で騨価対事とした、エトポシド＋  現在の小網抱椚がんの治覆体系は、  小媚胸仰がんは椚がんの15ヽ穣覆を占  日本の小欄職仰がん臨床研究はせ界の  0  0  0  0  0  0  0  0  ■  んの井掌的治環に開    研究   シスプラチン十イリノテカン＝P）覆法の有  シスプラチン環法と加速多分削脚部放  数々の実施してきた一連の第Ill相試験  め、その半数は限爬期である。本賦麒で  トップにあ仇日本の主筆施設が一丸と   
する研究  用性を第肛相辞職で横旺し、世界的騨価  射け療法の同時併用後のIPt法は、全  の成集に暮づくところが大きい。本研究  見込む3年生存中45lへの向上は、治癒  なって実施した－1の★＝相試験の緒  

を得ている。この】P攫法を限爬期小細胞  匹の肺がん鯵環の主筆87施設で実施さ  ま、どのようなt終結集であっても王手  串を10－151向上させることに相当す  果は、小細胞蘭がんの樽準的治療の樹  
肺がんの化半枚射線療法に組み込むこ  れ、書い膿瘍縮小効果と安全性が確認  なエビデンスとしてガイドラインに組み込  る。これは四民檀祉への多大な1麒で  立に大きく零与してきた。本研究は世界  
とを租った本研究は、新たな治療確立の  された。攣加施設の診療レベルの向上、  まれると思われる。   あると同時に、再発後の化攣ホ法、放射  的に注目されており、その成果は、我が  
ためのt暮f練僧であるとともに独創的  すなわち日本の臍がん鯵債のレベル  縛療法、支持ば法とこのための入蹟など  刃の椚がん診療レベルのホさを改めて  
な研究である。本研究は全四の主暮施  アップへの貢欺は大きいといえる。本研  の匿♯tを削減する経済的効果も期待  世界に示すとともに、医療の進歩のため  
股が一丸となって実施し、ほぼ予定どお  究では、限局期／い細胸仰がんの3年生  される。また、本研究●加施設を中心と  の四隋協椚の中で纏めて大きな天職と  
りに症例■積を完了することができた。  した地代の研究会や本研究紹介パンフ  
t終解析は、平成之3年に予定している。   レットの配布は、仰がん診療の均てん化  

らかとなる。  に大きく天職したと着える。   
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書庫進行■がんの治  16  18  がんl温床  笹子 三溝留  予挫不1の▼がんであるスキルス■が  本研究の最終的成果は現在難機中の  第Ⅲl相試験の途中であり、現時点ではガ  現時点では特にない。   現時点では矧こない。   0  0  0  0  0  0  Q  0  Q   

薇に関する研究  研究  ん（4型■がん）とそれに輝脱する大型3  
型■がんの予後改書目的に、TS一  
1＋CDDP】一法を術前治療として加える事  
の書■を機旺する研究として行った。本  
治療の安全性は幕Il相賦♯で確曙でき、  
鶉”相臨床k♯としての治覆効黒も3年  
生存率でヱ肌と予想通り≠かった。現在  
後♯の研究で第Ill相k♯は繰繊中。★ⅠⅠ  
相賦麟の緒井は米皿臨床膿瘍攣食で尭  
喪予定。   療として遭応される可能性がある．   

騰がんに対する神助  16  18  がんFl床  二・・≡三  膵囁の神助化苧環法についてはエビデ  膵癌に対する数少ない化学療法剤であ  日本闊農事裁から発行される膵癌膨欄  0  0  0  0  1    8  0  0   

化苧環法に関する研  研究  ンスが乏しいため、本研究により、ゲム シタビンを用いた補助化学♯法の客観  
究  ることの蓄積的な也tづけがはっきりし  

的な騨†轟がなされたことの意♯は大き  
い。   なった。   

切除不能膵がんに対  18  18  がん臨床  黒坂 拓志  切隋不能陣がん愚書の予後はきわめて  今回のT皿相賦職において示された．  算皿相杖韓終7後には膵癌鯵■ガイド  平成18年8月にS－1の膵がんに対する  1グムシタビンとS－1の併用覆法．薬事  0  0  0  0  ■  口  0  0  0  する治群議の確立に       不良であり 
研究  、その生存期間中央Ⅷは4？  ♯効割合川．4％、生＃期Ⅷ中央Ⅷ10．1ケ  ラインに収♯されるエビデンスとなると想  適応拡大が承紘されたが、モの陣にt  B■，鶉10188号、4t、2006．1．平成18   

間する研究  6ケ月程度である。この成績を向上する  月という成柑は、全例が遺舛敲移例であ  定される。   董当層より製薬会社に対して本剤を用  年度厚生労≠科学研究 成果発表会  
ためには新しい有効な治療法の確立が  ることを勘事すると極めて慶好な成欄と  いた♯皿用材験の真滝が指示された。  がん臨床研究事業切除不能陣痛に対  
必暮であり、全罰親機の比較賦♯が必  考えられる。事性については書職印刊の  本研究で檎肘されたヰ臥ゲムシタビンと  するゲムシタビン十＄－1併用■法 す■  
漬である。本研究では壇酸ゲムシタビン  頻度がホく．減1や治■中止を必羊とす  S－1の併用■法は、書い■物性と安全  に事Ⅲ相賦麟を開始．M●dic●lTribun●．  
とS－1の併用■渡の書い書効性と安全  性を示したため、この★Ⅲ相賦験のレジ  
性が示された。本研究での成業は第皿  メンとして採用され、平成10年7月より験  
格技験において痍耽されることとなり、  職が開始される予定となった。   
我が四初の切除不能膵がんを対象とし  
た大横積比較紅臍が開始されるに至っ  
た。   

再発ホ危険群の大横  1¢  18  がん導床  羅谷 王暗  本研究成井は、中内における術後補助  圃内における桁挫神助療法は、キ外橿  本賦職成♯は、大腸穏研究会による大  大横種鳥書数は急激工場加しており、術  日本犬欄肛門■寧嚢や日本揚治療筆  0  0  0  0  2  0  0  0  0   
がんに対する術後楕  研究  膚法の臨床的書用性を明確に科学的手  準治療の中人の遅れから、十分な臨床  嶋癌治療ガイドラインに記載されている  後積戦線法の毛応t有数も増加してい  会においてシンポジウムほかで採択さ   
勒化学■沫にⅦする  沫により検証するものである。十分な積  検討が実施されていなかった。本研究に  海外エビデンスによる内容を、匹内臨床  る。現時点では術後6ケ月間の抗癌刑治  れ、進捗状況や迅速な症例畳鎌に隣す   
研究  拠なしに、簡便性や書亨事■が少ないこ  より、■静的樽攣冶♯の■内中人∴及び  現場での実際を確認することになり、今  tが橿坤であるが、医療tは120万を疇  る方法hについて公曇してきた。さらに、  

とを♯拠に汎用されている経口抗癌剤  経口抗がん刑のヰ床的位鷹づけを明確  挫の改打内管に盛り込まれると考える。  える。す後、さらにホ鑓医薬品が追加さ  JCOG大嶋がん外科グループとして総括  
の術後神助♯法での事用性を確紘する  にすることができ、工手な知鼻をもたら  さらに、今後の術後神助■溝の鵡床㍍  れる可能性があり、術後精勤療法に間  的に大膿瘍治■体系を捕らえ、現在の  
ことは暮書である。今後は、この成績を  す。邸内において一般臨床での術後欄  麟を暮十凪する上で、撫耕土存期間や全  遺する医療■は暮大になる。臨床環斗  臨床上の間t点を抽出し、臨床試験に  
元に、次期研究へよ開することが可能で  助療法の担当曹は外科医が主体であ  生存れ間の畠飢のデータを事することが  においても多数の息著の治療を幼年的  より画苔を得るという方針で臨床研究を  
あり、オキサリプラテンや分子■的薬な  リ、この蚤沈積墳において、術後神助ホ  でき、極めて★暮な慮床成紳を機供する  ＝実施ナる体制を樗牛する必賽がある。  進めることを実現している。田内の大場  
どの併用効果も機肘可能となる。さら  法を科竿側に絆価することは臨床硯■  ことができる。これにより、濱外臨床賦♯  縫口抗瘍刑による治療法はひとつの遭  がん治ホ書門機関が共同でこのような  
こ、四静的標準治療である5FU／トLVに  に止緒することになり、雷意義である。  ン成績との比較により海外データの外挿  択肢であるが、十分な榛旺が行われて  繊繊を運営することは効率的に治構成  
よる術後補助■法の孤内成績を確立す  可能性に関する検討にもー用と考える。  おらす、手賦麟のt暮は大きい。  績を向上することに繋がる．   
ることは暮囁データを作る上でも1事な  
成欄となる。  

的治療に関する研究  研究  進行卵巣がんの鶉掌  18  18  がん臨床  吉川 裕之  第lI相賦職で化寧療法先行治療を手術  事”相t民麟で術¶化事覆法に壬録する  本邦での卵井槽治覆ガイドライン2004  我がⅧの卵九がん年Ⅶ死亡数は堤00  平成18年8月28日、T日S間違のBS－iに  0  】28  口  ■  ヰ  6  0  0  13         不他症例以外のⅠⅠⅠパ∨期卵■がんに縞  条件を明確にしたが、この条件は稟地層  において、♯u相試♯、♯脚胤駄験が行  人以上であり．その8肌以上が皿l／Ⅰ∨期例  おいて、約1時間、「ドクターズ・アイ、医  
入したことで、手術先行治薇に優る点と  床で手術儀行が困難で術椚化攣療法を  われることが紹介された。算M相F♯の  である．生存率改■に加え、手術画た減  師がすすめる書「1蚤：卵1がん、書門  
間楓点が稟体■され、第1tI相試験での  行う場合に役立てられている。つまり、細  緒臭が出るまでは樽準泊欄ではないこと  少、手術時のPS改暮、合併症・輸血など  E：盲川 裕之」として化学療法先行治  
手術先行治九との比較に対する穣棲的  胞診で膿継が確隠され、護■マーカーの  も確認された。この研究の縮t次書で  の減少が期稽され、息電■担減少・臣★  療が紹介された。穐水大1貯甲のあっ  
書燥が可能になり、草間的にも愉理的  条件を満たし、皿像でⅡⅠ／Ⅳ期が確托され  は、礪準的治療体系が変わる可能性が  緑済故書に■歎するとともに、治療が走  た】∨期卵tがんの方にご協力していた  
のもーの書い騨価が行われる暢勢が  る場合、昨集幹断、■期分婿が正確に  あることが世知されている．   型化しやすく、均てん化に■≠できる。  だいた。化学療法および手術の貌明現  
量った。   できることが判明したことによる。  手術数の減少はがん事円■統での治療  

数増加にも繋がり、急増する卵▲癌症例  
掛こ対応できる体刑が寺う。本賦♯では  
書11相試験の成1により、化苧環法先行  
治療の特性を暮大隈に生かし、厳せな  
臨床試験とすることができた。   
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濠相性膀胱がんの予  16  18  がん臨床  塚本 賽司  これまで、わが圃では浸潤性膀胱癌の  車輪床研究は継続中でありt柊的な精  現時点ではなし。   顎胱槽に対するMVAC覆法の保併用  事70【百 日本泌床♯科事会兼耶総会  2  凶  6  ロ  18  2  0  0  山   
後改書をめざした集竿    研究  治療を対■に多施設其間書作▲化鴎床  輪を得てはいないが、術前化学膚法の  用が認められて以来、MVAC♯法の雷  （平成‖年）のシンポジウム「進行性膀   
的治療の研究  杖験が行われことはなかった。その壬味  劾1を知るうえではtlな鴇床賦験とい  書事■の出現状況が取り沙汰されてき  胱癌の治♯敲略＝個別化治療に向けて」  

で、本賦験の意義は大きいと考えられ  える。さらに、わが四における浸潤性横  た。しかし、本区政では少なくともMVAC  こおいて、本臨床拭職（JCOGOZO9）の  
た。本匡麟の症例豊録は必ずしもIlⅥ  胱癌の現時点での橿鵡治膚の現況を絆  ヰ法による未知の青書事tは鴨告され  慧書も含めてさ暮潤性膀胱癌に対する治  
ではなかったが、檀々の改讐策により元  ていないことから、仇がん刑による未知  
宋適格症例が少ないにもかかわらず年  の青書事■に対する対処という行政的  
聞20－30例の豊録を得たことは今後の  な観点からは現時点では間糧がないこ  
研究のj▲よにもつながる緒tと思われ  とがわかった。   
た。本臨床試験に付随した臨床研究も  
行われ、これまでになかった予後予澹偲  
子が同定された。   

ポ油性悪性リンパ鳳  16  18  がん臨床  飛内 耳正  本臨床試欄によって、化学療法の用1  全量憬例300例の半数の杓150例におい  症例豊螺が償了して経過覿霧中の段階  症例曇蜂が終了して橙通観幕中の段隋  本研究の対■とした遭行期低懸性鷹8  0  107  了3  ロ  107  69  0  0  0   
の治ホに関する研究  研究  強度増強とG－CSF併用によるリッキシ  て、F膿治療であるリッキシマフとG－  であり、研究成果を一般診膚に反映させ  であり、研究成果を行敢施策に反映され  絹地リンパ贋は既存の化学療法では治  

マフの抗体依存性細胞介在性絹地傷書  CSF併用biw…HyCHOP薇法併用の安  たり、ガイドライン開発につなげるべき投  るべき段隋ではない。   癒が期待できなかった疾患であり、本臨  
反応（ADCC）効集増強が期樗できる賦♯  床世職によって抗CD20抗体リッキシマ  
治♯群の柵場冶■（R－CHOP■漣）に  フとbiw00抽CHOP覆法併用の試験治  
対する優越性が繍旺できれば、その匿  膚群が、現在の礪讃治■の一つであるR  
事上の貢献度は大きい．   －CHOP覆法よ研創腋肋集が覆れてい  

て、一定の相対蝉魔の本疾患患者に治  
癒をもたらすことが娩旺できれば、医学  
的丁♯廣は大きい。   

成人丁稚胞白血ホ（AT  16  18  がん監l床  岡村 純  AT」は乳児期のHTし∨一1露染により莞  纂礎研究者と臨床事が協力して臨床研  現在、研究ⅥではT2槽試練を事橋中で  HTLV－1感染症に対する有効性を碓哩  事1期l民職に士降された患者さんが「匿  5  凶  5  8  95  19  0  0  0   
」）をモデルとしたウイ    研究  圧する種めて予後不良の疾患である。  究を実施し、その成果を論文として発毛  あり、まだ標準的治療として確立されて  することにより、RISTを他の難治性ウィ  薇ルネッサンス（ZOO6年丁月20日付読売   
ルス感染関連がんに  間檀幹細胞移橿が唯一の根治的治療  している。ATしに対する同檀移櫨の巾向  いないため、ガイドラインを榛附する段隋  ルス感染症に対しても応用することが可  新聞）」に集名および写真で寺嶋された。   
対する手折的治膚法  浅であるが、従来の移櫨法では事性が  き臨床医験は．月内外を通じて．唯一本  には至っていない。   他となり、期樗される四民医療と檀址に  この方は、移檎後車期に再発したもの   
のⅦ発  強いために書1的な治療とはならない。  対するT獣が棲めて大であると考えられ  

我々は、八丁」に対する治療法の開発を  る。   し、HTLV－1プロウイルス1も測定感度  
目指して、血繰警乗欄血を移櫨幹細胞  以下となった。その後5年半を経過して、  
測とした書髄非破ヰ的移穐術（RIST）を  元気に社会復岬しておられる。ATLに対  
試みて、その安全性をⅦ告し、標準的治  するミニ移Ⅷ研究班の研究内容や■効  
覆としての可能性を指摘した。また、  性が鞘ilされ、患者やその手族に大き  
RJST綾に過半数例でHT」∨－1が測定感  なイン′くクトを与えた。   
鷹以下になることを観零して、抗ウイル  
ス■法としての書効性を世界でも初めて  
証明した。   

進行神経芽鷹に対す  18  凹  がん臨床  金子 遭夫  臨床試験・トランスレーショナルリサーチ  小児がんの研究を通して、日本四民へ  本研究期Ⅷ中に開始された臨床㍍欄に  小児慢性特定疾書研究事業の中核をな  0  0  0  0  0  0  0  0  8   

る構斗油糧確立およ  研究  体制を機械的に構築することができ、榊  の丁職はtうに及ぼす、鴎静的にも莞  より、ホリスク神経芽Ⅷに対する樽聾治  す対■懐疇のひとつでもある小児がん   
び新規治療開発のた  経芽Ⅷなど小児がんの■聴解明・治膚  は、わが皿小児の死亡冊因として不慮  
めの研究  掌の発農を大いに促進することが可能と  の事故に次ぐ事2位である。臨床研究亘  

なった。   領域でも希少痍書を対tとする臨床研  ランスレーショナルリサーチなどの推遭  
究が必書になるであろうことを推測する  によって、治★成績が向上することに  
と、われわれの楕鞍した体制は、先駆け  よって、多大な行政的1職がなされると  
的なものである．   着えられる。   

未成年毛の喫煙業態  16  18  循環♯疾  林 謙治  1．2004、2005年にわたる未成年肴の喫  未成年者の喫煙を取り巻く穫壌に関する  未成年1の喫煙行動に憮する全孤明  本研究の目的は、わが薗の未成年書の  本研究Ⅵの成果はしばしばマスコミの注  ■  5  1l  0  15  5  0  0  0   
状況に関する椚董研  農事生活  性行動に関する金属闘壬を行い、2000  調査から書少年がよく読む穐陸における  暮、未成年者の喫煙行動に影書を及ぼ  喫壕間月の実態を様々な方面から総合  目を浴びた。特l＝2004年における書少   
究  管サ所対  年に比べ喫煙率の事明な低下を確認し  タ／くコの製品広告、濃Ⅷ雄性における喫  す社会環墳に開する隅暮、妊嬢の喫煙  的に騨伸し、近年息速に広まりつつある  年の喫煙串の馨しい低下の■田に闇す  

策総合研  た。また、生活書サの明通蔓凪、周囲の  燻シーンを数1的に集計、分析し、東成  行動に関する全匹爛董、匿■系大事生  喫煙対策の現状とその騨価を行うことで  る朋心が書く、小遭いとの開運、闇囲の  
究事業【が  看の喫煙行動の影■、たばこ‡l井1稚  年書に影■を及ぼすと考えられる環境  の喫煙行動に関する全鴎綱壬繊稟を分  ある。それにより、健康日本21および健  喫煙書による影書について全四紙、地  

ん、心筋標  
肘、学校環境事因（健鷹教▼、校内喫煙  こおける喫燻を助慶する実態の把攫と  析し、総括し、わが電の未成年肴の喫煙  やか親子21の中間騨価lこ任用する慣嶋  方紙でやり上げられた，また、研究班員  

暮、脳卒中  
規制など）の闇1を明らかにした。2．妓  鐸糧を明らかにした．凛圃欄欄の喫煙  間且の実態とこれまでの喫煙対策の成  を檀供してきたとともに、今後の喫煙対  ま研究期Ⅶ中lこ8匠四際シンポジウムも  
婦の喫煙行動に関する全皿脚壬を行  シーンの分■とそれをよく読む中書生の  井を絆胚し、これからの喫煙対策にむけ  策のありかたを提書した。喫煙対策はい  しくは特別ホ漬に発♯を事汁された。  

を除く】  い、喫煙実態と騨爛を明らかにした。3，  喫煙行動との間違を統計竿的に解析し  ての檀Tを行う。これらの緒果を総合的  まや匹内外で1も注目されているt鷹  
医膚系大学生の喫煙行動に閲する全四  た。その結集メディアの▼少年に及ぼす  こまとめ、研究成tの効よ的伝達を檎  開通政策のひとつである。厚生労働省と  
川量を行い、歯学生、医学生、■は事  
生、兼暮攣生の肌＝喫煙串が書いことを  研究成果の出版専、さまざまなメディア  
明らかにした。   を用いた慣鴨提供を検附する。   た。   
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的には、千国の成積からの  千年贋．押環♯学会、井原椚学会、動脈  口  2  3  山  4  2  0  0  ■   
の糟床ホ性心血管ホ  最零生活  各穫書脂血症治療薬  18  18  循環器疾  井口 昭久  ・b血t爛発症率（】HD．CVD）は男女性発  IHD発症は曇鋒時しDL濃度に比例し．心  本棟附からは■尿椚息有のしDL及び  医書稚贋寧                             症平に蓋がなく．JHDは壬鋒晴血中LDL  不全．突然死．末梢血書ホ．死亡は催しDL  HDLを合わせた厳しいコントロールにより  概略的推計では現行のLD」濃度（平均  硬化攣会の各シンポジウムで報告及び  壇よ予断効よ 

の総合  習≠病対  濃度（80m書／dl未漬から148m釘dl以上ま  群に多い性向でれ期末齢看に牡響だっ  lH【】く及び一節CVD）を制御できる可能性  1ヱqm〆dl）を90m■／dlに下けると．止血性  t告予層である。半裁製作DVD，学会斬   
的検討  二 ′ 二手■  で）に比例した。心不全、突然死．末梢血  た。しDし濃度低≠書とホⅧ警はスタテン  が示唆され．藁刑にもー部ploioレopic  心疾患発症率．10年後のt患書総放とも  聞を始め広く成績が紹介されつつ書る。  

究事♯【が  ■痍．その他の死亡は低LDL凛オ群に事  農薬欝に発症事が低くpl●わせOPi＝侮Gt  ○餉Gtを経める可能性も示唆された。今  約4肌減少する可能性が示★された。脳  各檀■文も投積しており．Ⅶもなく収載  
ん、心筋棲  かった。HD」濃度（40mg／dl未満から  も推測された。HDL濃度に反比例し．書脂  年度．挿す鶉肇食、★床机学会．動脈確  血t陣書も発症事を約2帆10年後t患  予定である。  

暮、脳卒中  
80mg／dl以上）に反比例し．よは4借に及  血症薬使用例も．低HDL血癒看の発症率  化掌会シンポジウムで竹昔する。発症串  書数を約259一光少させる可能性が示唆  

を除く】  
んだ。・D不全、突然死．末梢血管ホ．心血  ま高かった．書館血痕薬¶で使用機の  の轟いコホートであり．もう1．2年の職亨  された。ストロンケスタテンを使用する  
曹ホ以外の死亡も間楕であった。CVDは  血刀剛i■プロフィール及び心脳血tホ  ができれば、従来のガイドラインに対し  か、従来型の■On●ricスタテンを使用す  
HDL濃度では書まだが」DL濃度の豊は  発症率に暮はなく．予め藁刑作用により  1霊な指欄を提供し、本邦で初めて前期  るかの医療経済学的な効用については  
小さかった。書毘ホではHbAIG5．8未満  
群に発症がなくそれ以上は書意義はな  
かった．   の耐★能■♯もリスクと示唆された■。   

覆の朋，引こよる＃犀   鳥篭生活  心筋憎小血t遣lき叢   1¢  18  循サ器疾  里 美三  疑似＋色X≠測と市布鷹■糟欄鞭像嚢  下肢微小血t遺影蓑Ⅷにより、難治憎  特に関係はない。   
病性心筋微小抒環障  習慣病対  

れ治性挿す♯疾鳥の診断と治覆効膚の  下肢冊小皿t遺影叢tは通産省の外  0  229  25  山  12ヰ  45  4  0  l  
る裳tを実現した。下肢微小血tを可視  実現し、それに対する血t書生治療の  

書の可視化  
法の遭択が可能となる また 成人■の  集2社と研究開発を≠施し寛成した機  

策総合研  化する装正については世界で初めての  可視化技術を提供した。8例の臨床試験  初期ホたの横出に応用することで成人  響を厚生労働省t■の匿環施馳こ寄付  
究事♯【が  鵠床枚数を雫濁し、既存の血管遺影法  で既存の遺影法よりも2分枝兼欄の微  ホの早期発見、早期治欄の臭現に天職  して臨床F♯を集施した．この活動が壁  
ん 心筋梗  よりも優れた微小血管積出能を確認し  小血書をれ幕できる‥成人の¶、膚、腹  し、匿な経済の観点からも総軍♯tの  められ、平成17年優に第8国産事書道  

暮、脳卒中  
た。成人の心犠、駄牧都農書など揮い  抑制に役立つ可能性がある。   携功労書喪彰、日本学術食汁食1賞を  

を除く】  
被写体の微小血管の描出を実現するた  受井した。心臓、脇、腹耶■♯など厚い  
めの嚢覆開発については2Ⅷ爛の高層  被写体の微小血tの描出を其現するた  
廣暮色X≠瀾を開発し、その臨床応用の  めのXは漕開発についても企業との連携  
可能性に目途をつけた。この研究につい  で賽施し．慶事甘■携lこ■離している。   
ても世界で積をみない。   ＃に大きなT麒を期得できる。書取ホの  

初期微小柑環欄書の積出に応用するこ  
とで、成人ホの早期先見、早期治療にも  
役立つ。  

複数の動脈硬化性痍  16  18  循環器疾  池田 贋夫  動脈硬化性疾農地瞼因子を書する高齢  （1）研究員飢の成稟実地医書の先生が  本邦の合同研究班による虚血性心痍1  本研究により日本人においても潜外と同  本研究は、孤隈研究にも遺γる中央管  0  ○  0  0  12  4  0  0  口  
息危険因子を書する  恩讐生活  書におけるアスピリン一次予防投与の書  暮押することより、日♯鯵■の父の向上  の一次予防ガイドラインでは、危険因子  積のアスピリン一次予防投与の■益惟  理によるランダム割付 客観的騨怖が可   
対tにおけるアスビリ    晋サ痛対  効性・安全を騨価する鶉、13．300例の症  こも天♯している。（2）研究成1の臨床  を多数雷する血書または危険田子を含  が托促されれlま、愚書の予後に1大な  能なハードエンドポイントによる騨価であ   
ンの一次予防効よに  策総合研  例を豊蜂。学術的・四静的・社会的慧  的・℡静的・社会的鷺暮動脈硬化性痍  わせ持つ≠尿■上着においてアスピリン  影■を与える■暮な動脈硬化性疾患の  る。手た、日本で行われるアスピリンー   
鴨する研究  究事業【が  暮：アスピリンによるれ脈硬化性疾患の  鳥危険因子のt糧の工事性について≠  の投与を考慮するよう推奨している。た  予防法の糟立につながる。これにより毎  次予防試♯として最大級のランダム化  

ん、心筋梗  急性期治オ、二次予防は、田内外の各  地医書の先生を通じて鳥著への痍息書  だし、本ガイドラインは上述の鶉外にお  年約5－】0万人の動脈硬化性疾患の凶  比較試験である。♯数の危険因子を雷  

壬、脳卒中  
穫ガイドラインで、アスピリンを全例に使  集を行った。また実地監事に対してはホ  ナる臨床拭♯及び疫肇データが根拠と  玉が期博され、愚書やその書換の00し  する息書を対■としたものであり、ホ齢  

を除く】  
用することが推奨されているが、一次予  血圧、ホ脂血症、■尿■の合併例を日  なっており、日本人における應庶子一夕  は大幡に向上する。また、アスピリンはl  愚書における檀々の探＃的検討（危険  
防効兼に関して鶉外で5tの臨床賦臓  ≠鯵膚で早期発鷹の暮暮性を旺知さ  の▲積が待たれている。   錠約6円と安価であり、年W約2兆4干憺  田子の檀嬢や合併数によるアスピリンの  
が莞養、現在ユ4力劇で一次予防の遇応  せ、また動脈附ヒ性痍鳥の診断よ鵡の  円と推計される多嘲の医療tの削減に  リスク／ベネフィット比の比較書）が可能  
が承旺、印内外のガイドラインで推奨さ  も天職すると考えられる。   である。   
れている中、日本人において一次予鮪  
における臨床医♯データは兼公曇の  
鶉、本研究の社会的書義は大きい．   

冠動脈不安定粥膿の  1¢  18  循サ器疾  山＃ 正和  本研究では、息性冠症蝶群発痘に間わ  本研究では、犠床的に大変王暮である  現在のところなし。   現在のところなし，   我がⅧにおける医事事術事会としてt  u  48  10  0  2  0  2  0  0   
同定とその効果的破  最讐生活  る冠動脈硬化ホ変を予め推定し、効兼  急性冠症候群発症に関わる動脈硬化■  大観積である事17回日本雷学食総会   

綻予防、治療法の開  習慣病対  的な治療策立稟に書与しようとしたもの  だを診断し、効果的な治ホ策土井に書  学術シンポジウムでの漬雷に指名され、   

集l＝関する多施股共  策総合研  である。その輪具、血t内超雷波法で観  本研究内容の一節を発♯した。   

同研究  究事業【が  翳される冠動脈粥独のうち、比較的粥血  
ん、心筋棲  容積の大なる椚ま部位が将兼的に破綻  

暮、脳卒中  
し黒いことが示唆された。千国のような、  

を除く】  
多施設での研究威儀としてのt舌は初  
めであろう。また、各個研究における冠  
動脈粥鷹イメージングの遺歩はこの分  
野の集よに★するものと椎零される。   

となろう。  
2  82  之3    30  8  10    0   

＝よる心筋攫暮二次  息書生活  t後血書上昇の抑制  18  18  循環器腐  北鳳 軟史  血≠の上昇は酸化ストレスを引き起こす  心筋櫻暮の二次予断により慢性心不全  当研究と平行して、ヨ一口ツ／く心臓攣会  包括医療削鷹の導入により愚性心筋攫  2006年正米皿心臓肩掌会、bto  
予断に闇する大規模  習慣痛対  すでに大血書障雷のリスクとなり、心筋  面においては大疇な匿ば暮抑制効果が  ≠発見に開して75■OGTTの施行が推奨  減少は、そのまま医療暮の抑附こつな  t告、注目を■め、筆会トピックスとして   

薬剤介入臨床研究  策総合研  棲鳶の発症リスクをホめることがわかっ  がる。   マスコミにも取り上げられた。加えて学会  

究事集【が  ている（Don■huoRP．0tさl．Diさbot●836：  より、研究の詳細を報告すべく零積事情  

ん、心筋梗  
689t8，2．1187）。そこで心筋棲暮後の  がなされた。   

圭、脳卒中  
症例に対して、αグルコシダーゼ阻書薬  

を除く】  
により食後の血鶉上昇を抑えることが、  
心筋棲暮二次予防につながる可能性が  
示唆された。   
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内項動脈閉暮症にとも  16  18  狛艶 二：’  宮本 事  129例量蜂され、現時点におけるprim轟丹  本研究は、血行力筆的軽症脳虚血の症  硯在のところ、血行力学的脳虚血に対す  本研究は、血行力攣的粒虚血が貼櫻t  本研究を通して、全皿におけるSPECTを  24  38  ロ  山  34  u  0  0  0   
なう血行力竿的恥攫  恩讐生活  ondpoint（PE）は8例、S●C帥d鋸Y   例において、研壬内外／くイパス椚を行う  る外科治療の書効性に関するエビテン  の再発やホ次脳機能障書の進行に書た  用いた脇血流1走1の賽情、間鶴点な   

暮の発症予防にWす  菅慣病対  ondpoint（SE）は、3例であった。P【発生率  ことにより脳櫻暮の再発を予防し、ひい  スはなく、JET爽udyの緒景とともに、本  す役欄を解明することに薔与し、書齢化  ども明らかとなり、今後の脳血流1定t   
る研究  策総合研  （／人年）はA群（1丁例）7．鍋、B群（32例）  ては木次脳機能陣事の進行を防止しう  研究の成果はガイドラインの策定に零与  社食が加速する本邦において健≠最鶉  の樺準化にむけて1事な情報を提供す  

究事業【が  4．1％、C群（25例）7．4％、D欝（55例）  を推進する上で、バイ′くス怖が井たしう  

ん、心筋梗  
1．1％で、A、C群においてJETstudy内科  る対■を椎慶する上で1暮な情報をもた  

暮、l鎚卒中  
群（8．39も）に近いPE発生率が認められ  らすと考えられる。   

を除く】  
た。間側脳卒中の■発に闇休するSEは  
3例（B群2例、C群l例）あり、B群  
（4．1％）でのみJETs山dy内科群（5．3％）  

に近い再発率を暖めた。   い、薬物治♯■独による脇撞暮再発の  
匠†眞の決定に1事な慣qをもたらすとキ  
える。   

糟床■性丁症の1解  16  18  循環器疾  川野 博史  り「爛隈ホ性■症の1解を目指したチー  1）1♯尿ホ性■症のX解を8指したチー  1♯尿ホ性▼痘に対するi自制限食の  ■尿■性丁症は現在透析覆法導入の  2005年丁月18日日本軽済新聞にDNETT  0  18  10  0  ■  0  0  8  0   
を目指したチーム匿膚    点専生活  ム匿膚による集約的治■」＝楓性期嶋叛  ム医療による集約的治療」に関する研  効果」に闇する研究の綿貫、現在食事療  原田疾患の♯一位を占めており、現在も  －一叩1nの研究内容が綿tされた。2DO6   
による集約的治ヰ  晋≠病対  ホ性平癒に対する撫約的治ヰの開発を  究：本研究により．汁尿■性甘症の先解  法として推奨されている0．8－0．8■／k丘／巳  増加している。卒研究をさらに纏綿する  年9月29日事41回糧尿ホ学の進歩（札  

策総合研  日精した大規樺臨床杖牧である。集約  を可能にする■約的治療法の確立が期  の1自制限食は■尿ホ甘症に対して書  ことにより、★界ホ性丁症の進行を阻止  幌）のシンポジウム「絶書的なホ尿ホ対  
究事業【が  的治療群で生白床の書tな減少が観め  得できる。2）［糖尿ホ性甘虚に対するi  勅性がないことが明らかとなった。今後、  する集約的治療法が開発されれば、■  策の現状」において、DNETT－Japanに  
ん、心筋棲  られたことより一集約的治♯によって■  白帆隈暮の効果」に関する研究二本研究  ♯尿ホ性甘症の食事■法のガイドライン  尿ホ懇書の生命予後の改讐と匹民医療  ついて発表した。  

土、瞳卒中  
虎の遺農を阻止できる可能性が示され  

を除く】  
た。2）〔書見ホ性甘症に対するま自制限  
食の効1J：■尿相性甘症に対する生白  
T制限の書効性については現在まで十  
分なエビデンスがない。本研究の最終解  
析結集から、06－0，8t／k■／日のま自制  
限食は精良憫甘虚に対して事効性がな  
いことが明らかになった。   

内シャント狭窄治療を  18  18  循す構疾  古蘭 勉  改良肘雷防止刑を製遺工程に添加する  アパタイト檀合化ステントグラフトの動物  研究期間中にはガイドライン専の作成な  当伏研究事業より派生した技術および  0  8  0  0  33  ¢  Z  0  0   

目的としたナノセラミツ    患等生活  焼成技術を新規に開発することで、分散  実験を行った緒集、哩檀初期に薄く安喪  どには王らなかったが、牛後本研究成集  製品は我が四独自技術である。田内特   

クス複合化ステントグ    菅慣痛対  媒体中で＋粒子分散するナノサイズの  した内膜が形成し、さらに、内膜とグラフ  を発よさせることによりって工手な臨床  脾およぴPCT出願を行い、知的財産欄を   

ラフトの開発  策総合研  ア／くタイト焼成体の製遺技術を確立し  トの織地肌こおける良好甘練霊性によっ  的情報として活用していくことが可能で  保持している。将来的には事業化へと書  

究事業【が  た。また．機能性に優れる一方、≠械的  
蘭し、愚書のQO」向上への天職はもちろ  

性rに劣るアパタイトの欠点を克服する  んのこと、我が四の医書雇攣の活性化  
ん、心筋梗  ために、ナノ粒子化したア／くタイトを機械  およぴ父島不均衡の是正に寄与したい  
1、脳卒中  的性rに優れる高分子材料にコーティン  と考えている。   
を除く】  グする技術の応用範囲を拡大した。間接  

術は、新しい複合材欄の作＃浅である  
だけではなく、ナノ粒子の吸雷・締含讐  
勤を制御するための■確約知見を与え  
るものでもある。   析の事現と00Lの向上が期待できる。   

日本人の王事I策取轟  16  18  循オ器疾  柴田 克己  l．ビタミンの定1方法の開発（市精度な  1．市齢書においてはおそらく．ビタミンD  健¶看の介入拭職のテ一夕を壬に．サ  日本人の食事摂取量攣ほ005年版）で騨  3年間で．計8回の公開シンポジウムを醐  25  28  Z7  ロ  38  4  0  0  8   
準（栄事所事t）の策    鳥等生活  しC／MS／MS測定方法など）を行い．精度  ま現行の5〃tより．はるかに多い暮が必  ♯を維持するために望ましい水溶性ピタ  ■となった項目（ます、社会的関心事の  催した．平成16年鷹こ2匡l開催（l．10月16   
定に関する研究  晋サ病対  の書い．特1性の書い方法を開発した．  蔓とされる，2．大場↑近位書折愚書で  ミンの1日尿中排泄tを提暮した．  書いビタミンに★点を当てた）を解決で  日滋半県立大学．2，12月5日滋升県立  

策総合研  2．尿を用いる新しい水溶性ビタミンの柴  き、2010年版に必事な責料を作成でき  

究事業【が  糞楕欄を確立した．3．ビオチンの新しい  
た．   日東郡女子大攣．2．12月17日滋賀県  

欠乏指♯を確立した．4．食品中に存在  立大学．3．2月18日山口県立大掌）．平  
ん、Ib断種  ナるシュードB12を区別する方法として．  成18年鷹：4固開催（1．10月7日岐■大  
暮、瞳卒中  ビタミン81Z依存性大場す／くイオオート  筆．2．t2月】8日兵庫れ姥路市キヤス  

を除く】  グラフイ一法を碑立した．5．トリプトフ丁  バーホー八㌧3．12月1丁日滋1県立大  

ンーニコチンアミド鯨換経路の制御機楕  掌．4．1月308滋Ⅹ県大藩市びわ湖  

を明らかにした．   ホール）。総計で約1500毛の●加暑が  
あった．   

糟尿ホにおける血t  10  18  押す器疾  山田慣用  Jo叩nD柑botosComptiGa厄on事Study  これまで群尿椚ならびにその合併症に  榊雇用‖田町掌会からも同輝の研究をす  メタポリックシンドロームの書■に間し  合計50周以上の宇食発未、シンポジウ  0  12  50  0  円  d  0  0  10   
合併症の発症予防と  鳥専生活  （JDCS）は、日本の♯陳綱島肴の現況や  関する大規模臨床F験は．欧米を中心  るための●考として．その内警と成果の  て、由会の委■会r間で本研究のn文  ム発喪、招待ホ漬を行った。その成集の   
遭t抑間に関する研  習サ病対  診■の状況、治療の有効性、ホ憎的特  こ実施されてきた。遺伝的背書やライフ  集♯を求められている。   が取り上げられた。   一軒まNHKの義絶や週刊怯なと一般   

究（JOC Study）  策総合研  せ、生活￥≠介入の劾集尤どを検討す  向けのメ丁イ7にも陥介された。   

究事業【が  ることにより、糟曙病およぴその血t合  

ん、心筋梗  
併症を抑制するためのエビデンスを確立  
し、矧ここれまで欧米のデータとは■な  

暮、脳卒中  る多くの日本人♯尿爛愚書のエビデンス  
を除く】  を生み出して、愚書の生命予後とQO」の  

改書に貫徹してきた。   ためにt僻してきた。  
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「健廣づくりのための  18  山  循環器疾  田畑 泉  身体活動t．運動量．体力と生活智¶覇  tもt℡鷹の低下が讃しい阻騒乱撞女  陣生労≠雀囁昨罵が平成18年一月が発  平成m年覆から行われる特定保健指導  蛙♯づくりのための壬勤暮準2008▼身体  3  12  0  0  山  15  0  2  0   
運動指針」に闇する研    鳥篭生活  発症に蘭するシステマティックレビューを  性のt轡廣の低下を防止する連動方法  裁した腱鷹づくりのための運動主導2008  の運動関係のツールとして利用されるよ  語れ・1動・体力～と健ずづくりのための   
究一身体活劇t土l加    菅慣痛対  行い、t初にヒットした約8000本の文麒  やメタポリツクシンドローム改曽のための  一身体活動・通勤・件カーと健鷹づくり  うな運動方法専を帥莞した。   運動指針2008（エクササイズガイド   

による生活習慣ホの  策総合研  から土終的に糾文職を選択し、儀♯づく  のための運動指針2脚8（エクササイズガ  200即を英訳．ヰ印幡駅．中止路駅を行  

一次予断効彙－  究事業【が  リのための運動t．身体蕃勤暮．体力を明  イド2008）の策定の暮礎となった。  い、身体活動．運動施策に闇してアジア  

ん、心筋棲  らかにした」軌賑硬化の指＃である動脈  躊属を先導することができた。   

暮、腿卒中  
コンプライアンスに対すレジスタンス運動  

を除く】  
と持久性1勤の相反する影書について  
明らかにした。   

0  2  10  0      0  0  0   
ホート班との共闘によ    農事生活  J一生労鞠省多目朗コ  16  18  礪眉目腋疾  rl層 事  良木人でエビテンスの十分でなかった■  飲酒について、やせ型男性においては  今後、■尿■の診書方イドライン事への  日本人における■尿荊の発症リスクを  明らかにしたことにより、す後の予防を   
る糠床■＃態及び集  晋サ病対  てそれを示し、男性が女性の約2僧の発  発症リスクを増加させるので、甘酒を撞  1視した生活書慣膚対策へ応用可能な   
症辛因の研究  策総合研  癒率を示すという、他の畏撫と比べて精  戒共が得られた。   

究■♯【が  簾的な性暮を艶めた．飲酒や喫煙といっ  
ん、心筋梗  た生活t¶と■尿轟発症との闇1につ  

暮、脳卒中  
いて、男性のみならす女性についても解  

を除く】  
析し、特に日本人女性における喫煙の  
勃集を証明した。さらに、瘍登録惰岬に  
■づき、★尿ホと発癌のⅦ■について部  
性別に解析し得た。   がホ血圧である場合、定期的に血♯憮  

檎王を受け蠣房事発症を早期診断する  
ことが必■と舞えられる精霊を得た。  

急性心不全とその開  16  18  循環器疾  ！I々木 宏  本研究で構畢したシステムによるデータ  今後、隈外心停止の救命率向上のため  欄甘圧迫のみの■純化した群生法の効  睨外心群止前向き壬鐸における入力シ  モバイルテレメディシンにより、12釈尊  2  12  28  0  ヰ0  円  0  0  10   
遽疾患に対するより効    鳥篭生活  ペースは、過去8年間で約4万件と声隋   ステムとデータマネジメントを－∫して解  ・bt図、動即事を救急キー■院間伝送   
集的かつ効率的な治  習慣病対  標準のケソウイン樺式を用いた疫学研究   析可能なt嘩システムの構築を行い、  可能なシステムの実施試験を経て地積   
■専の確立に関する  策総合研  としてせ界義夫規模のものであり、世界   積準化し汎用性のあるものとした。  ＝おける稟用化を捜附し、公開講座によ   

臨床研究一院外lレ繹 止書の救命率向上に  の救急医膚の発よに賞するエビデンス  り■遭発嚢を行った．簡易型心肺蘇生  
を檀供し得た。   観的に絆価することが可能となった。  

対する自動体外式瞼  暮・脇卒中  
法による講書食lこ関する市民公開講座  

細動撫を用いた肺欝  臨床研究】  
を開≠した。   

生浅のt及とエビテン  
ス確立のためウツタイ  
ン様式を用いた大横  
挟臨床研究－  

田、治療法邁択におけ    農事生活  兼職裂脳動脈¶の辛  18  8  循環器疾  積木 情夫  欝練性脳動脈鷹胱膚濡再0名について   UCASより得られた日本のデータを暮に  平成19年3月3日に市民公開■優を行  t5  14  3  0  32  ¢  0  0  3  
るリスク・コミュニケー  習慣病対  候補欄壌としてChlT¢On（NP」＝3．00）、  は約1％で勧脈■の大きさ、敲也、年齢  いて医療側からのt志決定支攫ビデオ  適職翳を行った■合の、生涯のt用（匿  ツールの紹介を行い、啓■活動を行つ   
ションに閲する研究  策総合研  Chlgq13（NP」＝2．1引、ChXp22   こ強く影■されることがわかった。280名  ツールの作成を進め、rDVD兼職裂旭勤  ■t・介穫暮用）とt♯精巣（OALY暮）の  た。また未破裂脳動脈■についてNHlく  

究【心筋梗  （NPL＝2．18）の3Ⅶ嬢を間定し、tもMNS  の医師の治■のlまらつきをw●b上でⅥ  脈■の診断と治☆∨or，2Jを全正の約  推計を、マルコフモデルにより行った。縫  の「ためして合点」（平成18年）で取り上  

暮・脳卒中  
（巾aXimumnon－Par■m●triclog轟rithmof  暮した．医師側の治療遭択においては  1500の脇神蛙外科事象指定馴練施敵  遺観察を行った場合に比べ予防的手術  げられ、分担研究書の森田が出漬した。  

臨床研究】  
odds石¢OrO）が高いChlT00∩につき網羅  動脈膚の大きさ、位tなどの動脈卿臼  （A礪施臥Cl施設）に発送先丁し、異  を実施した場合には追加暮用が生じる  
的に脳動脈■朋遵遺伝子の探兼を行  子、治療寺側の書門性、患者の希望な  帆二医師、愚書に視映していただき、そ  が、3？4QALY8の増加が期待できること  
い、TNFRSF138でmut▲心0∩が間定され  どが強く影■されていることが立証され、  の綿羊につき現在アンケート隅董を行つ  から、予防的手術のt用対効兼は良好  
た。今後、佑助脈■の成田にⅦする凪  
子が土曜されることが期待される。   分析を行うW●b上で懇書が鬱加できる震  

思決定支援システムを開発し、さらにそ  
の騨価を行った。   

租熱性剛性覆暮治環  18  18  律環器疾  小川 彰  研究職間中に1用例が豊壌され、UK群、  牲¶脈的織渇♯法は集憧3韓†椚以内の  線滞書法1応決定においては、現在CT  本研究において、初期虚血空化をCTで  卒研究成果の一部は2006年脳卒中宇  0  】0  0  0  山  0  0  8  0   
法の確立に関する多  鳥篭生活  対照群にそれぞれ57例が劃り付けられ  症例にかぎられ、かつ小攫暮への■効  が広く用いられている。しかし、その1体  正しく統影することが工事であることが  会総会で繊告した。またその内窄の一部   
施設共間ランダム化  習慣病対  た。死亡事・書書出血性変化に間して治  性は高いものの、本研究が対tとしてい  的な運用方法に関しては可隈的にも乗  示された。これを什け、マルチメディアコ  はメディカルトリビューン駄に縄¶ほれ  

比較試験に補する研  策総合研  た。  
究  究【心筋棲  事効性の横射では、帥日経mR51以下  は限られている。本研究の結集では、局  究を通じて、は溶療法遭応決定における  ＃pll織システムを開発した。本コンテン  

暮・脳卒中  
の症例、すなわち社会壇岬する症例は  断線溶★法を行うことにより、社会せ岬  MELT暮坤を檀暮した。MELT基準は¶  ツを利用することにより、初期研蠍筐讐  

臨床研究】  
油糧欝Z一例 対照欝柑例と書暮に治≠  畢が雷tに歌書することが示された（p＝  鶉でありなおかつ 非1に明穐にその墓  tこおいて脳卒中診断能力が向上し、全  
群に転帰良好な例が多かった（p＝  
0．045）。後ろ向き董♯研究では、蛙廿脈  
的は薄儀法の対照となる症例が限られ  
ていることが判明した。また同時に中大  えられる。   
錨れ脈闇暮症例に対する線静脈的牡溶  
簾法の有効性が極めて限られていること  
も明らかになった。   
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喫煙と♯煙の経済影  0  0  0  0  0  0  0  0  0   

響に即する研究   鳥専生活  済筆モデルとを統合した薫煙行動権済  
習慣病対  掌モデルをⅦ発した。このうち♯煙動機  
策総合研  付け段階における分析としてコンジョイン  
究事♯【が  ト分析を用いた喫煙者のたlまこ価格に  
ん、心筋梗  対する反応について定1的に分析し、ニ  

暮、脳卒中  
コテン依存鷹別に禁煙串0．5を速成する  

を除く】   
たばこ価格を推定した。ニコチン依存鷹  
が高度な喫煙看では、禁煙串0．5を遺戒  
するために708円に目欄価格を股定する  
必辛があり、牡鹿喫煙書では467円と椎  
定された。   れ、喫煙による匿憬十損失は約1兆3千  

億円と推定された（2005年）。  

再生医療による脊欄  16  18  陣亨保健  赤居 正★  再生医竿の日覚ましい進歩をもってして  t終日的である甘Ⅶ損寸書の歩行再獲  聯当しない   書終日的である甘Ⅶ損傷看の歩行幕獲  研充新聞2001年3月20日l匿環ルネサン  ■  8  山  0  u  ■  0  0  0   
の歩行パターン発生  福祉総合  も、人Wを対象とした研究は側聞につい  神に≠ぐにつながる治甘を締るわけに  縛には未だ遭遺しである。しかし年間50  スニ書髄損傷者の輝い2」   

能力と甘職損傷者の  研究  たばかりであり、まだ手だ検証すべき点  00人に達する新たな書髄損＃血書の棄  
歩行再獲得可能性に  が多い。甘髄神経細胞での知見と神経  生に対し、皿として研究を進めつつある  
間する研究  生理竿的な甘髄の可塑性、事甘地力を  ということは大切と考える。しかしながら  

緒びつけ、実際の患者における機能再  一部の書髄不全損傷書への立位歩行ト  
址につながる一歩とする。粕棄再生によ  レーニングはある穣廣の臨床的歌書が  
る甘憫回路の部分♯憮にリハビリテー  期待され、さらに櫻性利御といったⅡ捜  
ションによるトレーニング効果を組み合  の治＃効果の検証が可能になろう。   
わせ、充全書餞損Ⅶを不全損≠に変え  
ることから、臨床応用への尭農性を日精  
したい。   

中枢性下肢麻ヰ肴の  18  18  陣書保健  濃▲ 高志  （1）筋・す格系のt気刺激応答モデルを  （1）歩行避脚期のFES●ll御法について．  特にhし （1）筋t制御型縫tのl式作と臨床騨価  （1）筋tIり御型装tの試作と臨床絆価  ■  ■  ■  2  29  †5  u  0  0   

歩行運動再建システ  禰祉総合  構築し，運動せ能が大Ilに制限された  責面t気刺激で利用可純にし．♯井書  精霊から．不全下肢麻ヰによる歩行用  ＝ついての紹介記事が新聞に縄粧され   

ムの開発  研究  麻中音の歩行を神助するFES制御法を  での∬勤制御賽♯で臨床的■劾性を確  書を軽減する嚢tの稟用化の可能性が  た．2006年3月丁日 樽■民欄」小型リ  
開発した．（2）不全麻揮筋への筋t制  捜した．（2）筋t刑凱＝よる筋力増強制  書いことを確圧した．（2）リハビリテー  ハビリ躾鷹開発 筋肉t流増幅歩行サ  
蜘lこよる筋力壇強制御方式を開発した．  ションにおける歩行馴績で利用するため  
（3）間断角度と歩行期をジャイロスコー  の¶便なセンサシステムが★観可能で  
プで計測する方法を開発した．（4）人エ  あることを示した．（8）下肢運動機能が  
神経回線や眼t区を用いたユーザイン  大Ilに制限された息肴の歩行を神助す  
ターフエイスを実現するための技術を檀  るF∈S制御法を採用した嚢tの実現を期  
美した，（5）考えるだけで命令入力を可  侍できることを示した．（4）1度1勤≠  
能にする脳波を利用したユーザインター  能陣書書から健★書まで適用できるコ  
フェイスの実現可能性を示した．（6）皮  ミュニケーションインターフェイスの実現  
膚表面t気刺激を用いた新しい川嶋伝  を可能にする技術を開発した 
運手法を提弄した．   イスを棲供可能にした．  

知的陣専有の地域移  18  18  障害保健  遠膿 浩  先行研究の希少なtcFを活用した調査が  視味1健鷹診断及び■門外乗専によ  知的輝書書の地域移行を促進するに  陣青書自立支雉法の地域移行促進に書  第54回生四大食日本社食稽祉竿会にお  u  0  ロ  ■  山  山  0  0  0   
行を困難にする二次  橿祉総合  行われており、他の研董も実践と並列で  る、知的障書書への地積生活における  よ、移行した地ヰで安心して生活できる  与する結集をもつものとして行政的暮義  いて、「知的陣書のある人の地域移行支   

的陣書とその対策に  研究  ■成しているゆえ、竿術的な意義を暮し  医ヰの提供のあり方をモデル攫示した。  環境が整っていることが椚櫻となる。知  をもつと考えられる。   緩の現状と排他」との研究テーマで自主   
闇する研究  ていると書えられる。   また旧RとCBRの中間点としてアウトリー  企画シンポジウムを行った。各シンポジ  

チによる同職行動改書の効果を確認し  ストからの■告・提示、そして、それらの  

た。   なくない。本ガイドライン・マニュアルは、  横田を遺して、本研究テーマの“地域移  
二次的陣書とその対策について、匿環と  行支檀”の研究に関する辞職を深め、手  
積祉の両面からの視点で、輿愉把穫、  た積み上げることができた。   
1体的な対策を示している。これによっ  
て、ニ次的陣書への日常支援、地媚の  
匿膚的支檀の基盤を剛に役立て、地域  
移行を促遺することを∬うものである。  

知的陣書児・書の機能  16  18  障書保健  加我 牧子  知的障書書の穐能退行の頻度や状態  入所施設において機能退行を防止する  サ後知的障暮雪の健♯増遭活動に聞す  知的障書肴の機能退行は、以前より暮  5    0  0  0  0  0  0   

退行の事因分析と予  禰祉総合  増を明らかにすることができ、書M的・掌  ための方策が示されており」壇床に書効  る方針を檎射する隋に書用なデータが  手性が指楕されていたものの、不明な点   

防体系開発lこ蘭する  研究  術的に責暮な成井が得られたと考えら  が多く、本研究lこより、人体的対応に綺  

研究  れる。   ぴつくものと期待される。   

甘職損傷後の身体欄  5    0  0      0  0  0   

能低下を抑止する立  福祉総合  を固定した股間ホの屈曲仲鳥運動でも  
位トレーニング方法の  下肢麻押領壌に運動に同期した筋活動  
開発   を併発できること、併発される筋活動は  

対側下肢、および爾00上肢の運動に  
よって修飾されることが明らかとなった。  
さらに麻拝領埠に誘発される筋活動に  
よって筋の酸素化レベルが変化している  
ことから、その部位の末梢循環が先進す  
ることも確認された。これらはいすれも蘭  
連字術領域において新たな知見と騨価  
され、四静托に縄粧された。   
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身体陣亨亀の陣書倭  l¢  18  l▼書保健  岩谷 力  身体印書看樽祉法の陣亨認定のあり方  身体陣亨看橿杜法の欄t堰應のあり方  今揉、疾椚・印書暖定審査会などでの蓼  身体印書肴槽祉法の印書認定のあり方  身体障書肴橿祉應における障書認定暮  0  0  ■  0  0  0  0  0  0  
定暮準の1遭化に闇  福祉総合  こついて匿軒を中心とした哩定にかかわ  こついて匿師を中心とした認定にかかわ  雪にされることを期待している。   こついて医師を中■bとした艶定にかかわ  準は、障書青白身や障書書の書族のみ   
する夷旺的研究  研究  る書∩書の書見を広く馳取し、その緒集  る書門書の王見を広く聴取し、その緒よ  る書円零の書見を広く聴取し、その縮集  ならす、多くの省庁の政策に影書を与え  

を義理し公褒したことで、現状の叶警世  を生理し公喪したことで、身体陣書有用  を暮理し公饗したことで、身体什讐書橿  る。本研究により、身体陣書書橿祉注が  
定の課Ⅷを書M零に周知することがで  祉法の陣書認定にかかわる書門書が、  祉法の陣書隊定にかかわる地方自治体  本来目的としている壬生擁護を適切に  
き、書門的・筆術的に有用な暮ヰ的情報  情事既定の闊嶋に対する腿檜を深れ  が、陣書麗定のF糧に対する認hを漂  達成し、かつ、真に必暮な人に．必事な  
を捷供することができた。   今後の陣書認定の●キにすることに零  め、今後の身体障亨著樽祉の政策立■  

与すると考える。  の●考にできると考える。   うになることに苓与できることを期待して  
いる。   

アルコール依＃症の  16  18    樋口 遭  アルコール依存症（以下ア症）書の中に  以下の点が成よとして肇げられる。q）ア  ア症看の中で 社食す≠l先取が必暮で  滝野の必暮数およびそのあるべき特電  なし。   0  0  2  0      0  0  0   

社食復岬施設の実態  橿祉総合  は、匿療機関での油井後に社食復帰椎  症の社食復帰施牧の全叩リストを作成し  ある書の暮準を作成した。   や治☆プログラム事に隣し 自立支櫨法   
杷櫨と支攫モデル構  研究  設を必事とする暑が多い。しかし、わが  を貯まえた提Tを行う。平成18年度鴨昔  
簗に関する研究  印のア症の社会復帰施投やその利用書  暮を作成する段隋で、社会復帰施設の  

専に関する情牡はほとんど存在しなかっ  現時点での受け入れ可能数、受け入れ  
た。本研究で、施設を必事とする讐の暮  必事数に基づく不足数などについてます  
準を作成したこと、掩毅の実態専を明ら  攫丁した．ヰ後、データの解析を更に遭  
かにし、その利用可舶載などを推定し  めて、数以外の「施設の在り方」につい  
た。手た、精神科医■機関人恍ア症の特  ても明らかにしていく予定である。   
性を明らかにし、施投受け入れ必真数憲  
推計したま■も大きい。す後、鴎内のみ   
ならす外四駿にも成井を発表していく予  
定である。   

ll榊岬亨曹の正しい づ 

理解に嘉く、ライフス   、   

テージに応じた生活支    研究  、 

雉と遺構促遭に闇す  での        養専の健鷹増進」、「生活支檀・匿瓜・住  した。また、精神科デイケアの治■効よ  に携わることから、各ライフステージごと  た、本事暮の実績をより正確に杷≠する  活支檀と精神科救急についてシンポジ   
る研究  居」、「地域の▼成」を軸足に、地媚とし  が小さい群については、本人が安心でき  に「心理・社会的特徴J「相談の羊点Jr匿  ためには、各県における本事業場入の  ウムを開催した。  

ての支捜のあり方を検討した。その成果  る環壌を養え、小グループ化とカウンセ  攫的支線のポイントJ「生活支檀のボイン  デザインの杷書を強化することが必暮と  
をもとに、陣書讐自立支檀法の成立に  リング、デイケアや支檀センターなどを組  ト」などをまとめた、市町村書の柏餅窓  書えられた。「精神陣書書社食復帰サー  
よって拝禅陣曹書の自立支攫に経験の  み合わせる≠¶的対応が必暮であるこ  口担当書を利用対暮書とした「ライフス  ビスニーズ蠣椚董のデータセット」を利用  
乏しい市町村や施設書も挿神陣書書の  とを示した。匿環からドロップアウトして  テージに応じたこころの相撒・支援ガイド  し、年齢職級別に、暮本れ性、臨床特  
自立支擾に携わることから、市町村■の  性、退院後に求められるサービス、眈労  
相談窓口捏当書を利用対象書とした「ラ  の可能性礪について分析した緒具、退  
イフステージに応じたこころの相談・支檀  陳可能性に開する主治医の判断が臨床  
ガイドライン」を作成した。   的にも比較的合理性があることが示唆さ  

れた。   

簿t入職制鷹の壬正  16  18  印書保健  浦田 暮治郎  そもそも本研究は、我が鴎における糟t  我が四において糟t入陳制度は暮なる  糟t入瞑運用の各段欄（通報に暮つく檜  行政書類についても横肘したが、その成  本研究は、平成12年廣lまほ1年間の全  2  0  ■  0  0  0  0  0  0  
な攫用と社会慎欄虔  禰祉総合  入院制度という精神医環制度に開する  行政上のシステムというだけでなく、日  正鯵幕濃り分lナ、檜鷹鯵幕、檜t解幹）  集の一部はすでに生かされて播t入快  匹を網羅した行政♯劃の解析檎附から   
檀に関する研究  研究  せれて行政的・施策的t点からの研究  ♯の鯵療に潔く欄ざしている制度であ  ＝おけるガイドラインを檎附し、提示した  診断書および檜t症状さl退儒の改打で  始まった墓礎の揺るぎないものである。  

であるから、いわゆる医学的な手術的職  り、その1用を檎肘することは精神科日  事前臍董ガイドライン＃と■式及び什正  生かされていると考えている．また、事前  この様な研究は今までになされておら  
点からの成果を期待するものではない。  井鯵疇の一塊の檎肘ということと同義で  入快事育判断ガイドライン稟については  唄王暮については全再統一版がないの  す、棲めて★1であり、また政策や制度  
しかし、社食制度の研究という鷺味では  ある。本研究緒集が精神医薇の日≠鯵  概ね妥当と考えられた。これに暮づいて  で．この研究で暮式暮を機附し妥当と専  1用への★王な薫料となるものでもあ  
社会学的成井としてこの研究綿攫全体  瘍■面に★する可能性は、その檎封段  行政レベルでヰ披このガイドライン暮が  えられたので実地に生かされることを期  る。今後も、定期的にこのような総点檎  
が騨価されてよいと考える．また、稚t  隋で★に多数の斗神保儀欄鷹匠を含め  株肘される必暮がある。なお、檜正解斡  ♯する。   的隅壬による間欄点の検肘と檀tが必  
入院事菅診断暮準の檎肘書は精神筆  暮と考える。   
事の疾上概念にも関逢する檎肘がなさ  
れており、このような鷺味で大いに■門  
的・竿術的成★があったといえる。   

精神科椚繹における  18  18  陣亨保個  保坂 隆  （1）精神科各ホ棟の■熊昨年度まで研  全平に25施設の精神科救急ホ棟（スー  なし   身体教鳥■胃（救命徴欄センター）、鞋  なし   10  丁  20  5  5  0  0  0  0   

愚書像と匿＃内容に  橿杜絶合  究してきた各ホ棟およぴす年度新たに  バー救急）中では．年肌路用人の入暁  合ホ陳精神科、精神科救急ホ棟におけ   
Ⅶする研究  研究  研究した児霊・思●期ホ棟について、王  る合併症鳥書の概数を明らかにすること  

なる充実を図るペき、あるいは新たに鯵  ができた。手た米■における合併症満床  
ホ■酬化を求めるべき1体的≠能を明  の書事からわが国での必憂数を推定し  
らかにした。またそのための闊糧も明ら  た。   

かにすることができた。（之）一般職急膚  
樺と精神科救急・急性期、合併症鋼棟と  
の連携、機能分化身体救急ホ棟（救命  
救急センター）、総合ホ恍精神科、片榊  
科救急■榛における合併症慮書の枚数  
を明らかにすることができた。また米匹  
における合併症ホ床の徽賽からわが匹  
での必暮数を推定した。   

6ヱ   



量鷹精神陣書書の治  16  18  陣書保健  吉川 和男  1度精神障書肴の治ホには駿知行勤膚  1度精神什書看の治療には紘知行勤礪  匿環観幕法の指定人統監膚≠開で実施  ・b神♯失専の状聴で1大な他亨行▲を  統合失明症に対する世知行¶薇浅フロ  6  2  14  0  ロ  2  0  0  10   
環及び治♯効果専の    福祉総合  法に暮づく治療プログラムが書効である  法に暮づく治療プログラムが有効である  可能な「統合失椚痘に対する認知行動  行った看に対する医汝及び覿翳に間す  グラムを書及警乗するために、美匹マン   
モニタリングにⅦする  研究  ことが示唆され、今後も治療プログラム  ことが示唆され、今後も治水プログラム  止法C8T」（C8丁入門）を開発し、鵬レil  る法樺の制度の指定人侠医療≠間で捜  チェスター大半のニコラス・タリア教授を   
研究  の開発と粛効性の検l正が工事であると  の開発と有効性の検証が1事であると  modotを用いて指定人陳医療機朋で物  供されるための多彩な治■プログラムの  招柵し、指定医＃機関の医療観翳法の  

思われた。また、藁物治療アルゴリズム  思われた。また、薬物治環アルゴリズム  r使用陣書の間糧を抱える書の治療プ  開！引こ天職し、その事用性を科事的に  徒事看のみならす、地域社会の一般州  
や治環神助、ソールなどのサポート手段  や治膚樽助ツールなどのサポート手段  ログラムも開発した。指定医♯機関で治  検証することができた。薬物治療やアル  禅医療従事看を対暮にワークショップを  
こよって、治療に対する愚書の積極性を  こよって、治膚に対する亀有の糟権性を  ■計圃を作成する際に■用な日本儒ケ  ゴリズムや治療補助ツールなどのサ  間催した。  
高めることができることが明らかになっ  ホめることができることが明らかになっ  ア・プログラム■アプローチくCPA－」）を間  ポート手段を用いることによって、昨す、  
た。また、濁碍生活機能分額ICFが精神  我が内で間糧となっている抗精神ホ薬  
陣書書の機能及び陣書の尺鷹として書  の多刺併用、大量膚億の間櫨の解決に  
用であることが判明した。   用であることが判明した。   零与できることが示唆された。   

強度行動陣書を中核  18  18  障書保健  飯田 雅子  強度行動障書への支攫賽践を集積した  成人期・児暮期にある強度行動障tll  強度行動陣書支檀■葉利用篭の人穐を  全瑠での強度行動障書支攫を制度的に  強度行動障書への支捜★践を■積した  0  0  0  ○  0  0  0  0  0  
とする支檀困難な人た    禰祉総合  データベースは存在しない。全℡での強  事例を遺して、生理的3蘭Il】の曇え、★  守り、これに朋わる施設及び施設■■に  其効性を書めるために、支壇の稟蛤を  データベースとして、強度行動障書ホー   
ちへの支檀に蘭する  研究  度行動陣書支捜の比較檎肘のために、  造化、環壌鯛書、的檀な状虻鷹爛、人へ  よる支援の充其を図ることを目的に、「強  椚重し、本事兼を■効によ開していくた  ムページ「強度行動芦暮書を持つ人への   
研究  事例研究を暮集し、人穐の視点から憎  の安心ぜ、医療連携、－↑性と離職性  鷹行動障書支攫事業書三書評価暮準  めの支檀システムの開発に向けての慣  支檀の手がかリー例集」を作成し公開し  

人の樗定不能性に配慮し、強度行動陣  のある支捜、グループダイナミックス、  茶∨or．1b」を作成した。一般の知的陣書  嶋を棲供する。それぞれの施股での取リ  た。また、強度行れ叶書への支績に当  
書ホームページ「強度行動陣書をnつ人  キーパーソンの着用による対人関係の  書入所壬生施設、さらに、自閉症などの  組みには共通項が多く見られ、強度行  たっては、それを担う攣校と施設の連携  
への支檀の辛がかリー例♯」を作成し公  構築などの書劾な支揚が示唆された。ま  発達障書、知的障書、精神陣書のある  勤障書支援において勅書の古いものが  が最も1暮であり、手続きなどを■体的  
間した。支線事暮の公開性t透明性が確  た、行動陣■の予防的対応として、行動  人の支檀を行っている多くの禰祉施世で  姥放されていることがうかがわれた。－  ＝提示する必暮があるたれ「亨彙廣行動  
保され、科掌的な支緩が容易になること  障書に発1した自閉症ケースについて、  も利用できる。行政がこれらの施設での  方、計圃的な≠■研欄し情■の開示、地  障書を見せている児1生徒の学校と施  
となった。データベースから実践例を自  幼児期における行動陣書特性のサンプ  支攫内容を人檀擁性の立場を含めて把  壌移行、他の離間との連携、自己騨価・  設の連携マニュアル」を作成した。  
由に入手できることで、強度行¶性書支  ルを▲めて義理し、一定の基準で点数  ≠する上で、書用なツールとなることが  第三者騨価などでは、大きな排糧を残し  
捜が一定の水準から出発できる。全孤  ており、多くの施設が強度行動障書支援  
的な標準化・共通理解への足がかりとし  の困難さに止面している実態を挟み取る  
たい。   ことができた．   

陣亨肴のケアマネジメ  山  18  障害保健  坂本：洋一  町書青白立支檀法におけるケアマネジメ  陣書看のケアマネジメントは、支給決定  相談支雉マニュアルを開発し、その暮礎  覇遭府県の相】隣支汁従事讐研書の実  0  0  0  2  0  0  2  0   
ントの総合的研究  樽祉総合  ントの制度化に伴い、支給決定プロセス  プロセスを含む手法ではなかったが、今  ★料をもとにl暮書保健手l姐附こおいて  施にあたって．閣が示した「指定相談支  

研究  を踏まえたケアマネジメントプロセスを  固の研究によって牲床的に相隣支援従  「相談支援の手引き」を作成し、平成17  檀の提供に当たる肴としての厚生労働  
明らかにした。さらに、相談支援従事者  事暑がケアマネジメント手法を用いるた  年12月26日の会田陣書保健橿祉闇係  大臣が定めるもの」（平成18年9月29  
研♯の実態を把檀」、研鯵カリキュラム  めのプロセス及び暮本的な考え方を明ら  主管課よ会けにおいて薫料として配付さ  日庫生労働省告示第64g号）に反映さ  
を開発した。   かにした。   れた。   れた．   

支捜♯器利用効果の  山  柑  障害保健  中邑■椚  今回の研究にあたり開発した晴間■を  本研究成集は′作業攫法士．T謄職賞  本研属は支援機響の開発・書及に開  平成18年12月3日 貫椚寧際会糟にお  ○  0  凹  0  山  0  0  0  0   
科学的根拠井出に開  稚拙総合  考慮に入れた支雉技怖の効1測定尺度  士の臨床現場での糠♯騨価に活用でき  する促進方策を策定する上で■用な  いて成臭覚衰会を実施し．椚200名の鯵   
する研究  研究  は．ウィスコンシン大半Sm仙教授との肘  データを捜供すると考えられる。科学的  

■の中でも書く騨価されておりす年の  槽拠が明和になることで，支援技術機器  
んりITEカンファレンスで発表予定であ  の安定した供絶やそのサポートシステム  
る。また．サ固明らかになった筋ジストロ  の確立も容易になる。支攫≠器利用に  
フィ書の手動書いす．t勤事いす中人時  よってもたらされる活動の拡大は．書族  
の自己効力感の変化はリハビリテーシヨ  の介護■撞低減．ヘルパー派遣のI11  
ンと儀♯導入を考える興味深いデータで  減．競労支檀．地域生活における役割  
あり．筆筒駿に投稿準靖を進めている。   創出など，陣書のある人のみならすすベ  

ての四民の1かな生活創出に千撫でき  
ると思われる。   

網膜刺激型t様によ  16  18  感賞器障  田野 保雄  非対称性／くルスのt流聞Ⅷは0．5mA  書齢化社会を迎え、▼齢書のQO」維持  綱牒陣▼をきたさない安全t流間Ⅷが、  本研餞は、現在治療方法がない網贋E  体外樽償里の人工視tの開I引こついて  0  円  4  ■  山  10  8  0  0   

る人工視賞システム  亨研究  で、t荷バランスを厳℡にとる回路が必  が大きな間糧になっているが、本研究で  対称／くルスで0．7mA、非対称性パルスで  性による視先陣書書に、復明の希望を  甘遺された（日本株清新間 2004年10月   
の開発  辛であることが示唆された。分散型刺激  ま、これまで雷勅な治■法がなかった網  如．5mAであることを確認し、現在ガイド  与えるものであり、また臨床応用が舞現  1】日）。綱牒t気刺激が視鳩胸に対して  

t権アレイ周囲には炎症細胞が観翳さ  旗色繁文性および障旧憧の加齢★斑嚢  ライン作成に向け、検討中である。また、  して、これらの鳥書が自立した生活が送  も神縫保Ⅷ効果を持ち、眼疾患の壇行  
れたが、網膜に明らかな■的所tは観  性の症例に対して、場内に網膜Il激t  光賞弁に視力低下したから10年以上縫  れる様になれば、介性に暮する社食欄  抑制lこ物井が期待できることが嶋遭され  
翳されなかった。視角約2■ 檀魔の網膜  権を埋め込み、網牒神経節細胞をt気  過した暮症網膜色素変性愚書の協力を  址の■握を軽減することにもなる。さら  た（日本権済新間 2006年12月18日）。  
部位は、STS刺激で賦話される網碑部位  的に刺激することで硯鷺機能再生を目  得て施行した急性臨床賦鹸の結集を踏  ＝、人工視賞システムが実用化し曽及  
であることが示された。手た、綿償光学  指した、「網膜刺激型t種による人工視  まえ、レシピエント朋のガイドライン作成  すれば、現在欧米中心の人工農蕎技術  
根底カメラにより変性部位において、視  に対して、わが四より発情できる斬技怖  
細胞の変性したが凪償が得られ、人エ  となるものと期待される。   
網贋の移櫨部位を決定する上で■用と  
考えられた。網膜色素文性の瓜田となる  
Pr03ヰ7」○変1をウサギに導入し、綱牒  
t国における攫帽膚少を確捜した。   
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